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環境省の示した「暫定指導指針」に基づき、平成１５年度に都道府県において実施さ
れたゴルフ場で使用される農薬についての水質調査の結果を環境省において取りまとめ
たもの。
１，２３３か所のゴルフ場を対象に延べ６０，８５８検体について水質調査を実施。

そのうち指針値を超過したのは０検体。
引き続き「暫定指導指針」に基づき、都道府県と協力してゴルフ場で使用される農薬

による水質汚濁の防止のため指導を行っていく。

１．経緯

環境省は、平成２年５月に、ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁を未然に防止するため、
ゴルフ場で使用される農薬に係る水質調査の方法やゴルフ場の排水口での遵守すべき農薬濃度目標
（指針値）等を定めた「ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針」
（以下「暫定指導指針」という。）を都道府県に通知した。以降、各都道府県において、同指針に
基づき所要の調査、指導が行われている。環境省は、この水質調査結果について、平成２年度以降、
毎年都道府県から報告を求めている。

２．平成１５年度に都道府県において実施されたゴルフ場排水口等における水質調査結果

＜調査結果の概要＞
① 調査結果の報告があった都道府県 ４３
② 調査対象となったゴルフ場 １，２３３か所
③ 調査対象農薬数 計４５種類
④ 総検体数 ６０，８５８検体
⑤ 検出状況 農薬別検出濃度範囲等は別表に記載したとおり

指針値超過検体 なし
⑥ 過去の調査結果との比較

調査対象 調査対象 総検体数 指針値超過 指針値
調査年度 ゴルフ場 検体数 超過比率

総 数 農薬数 (A) (B) (B/A)(%)

平成11年度 １，７９４ ３５ ９５，７６０ ０ ０

平成12年度 １，６７３ ３５ ８４，０７１ ２ ０．００２４

平成13年度 １，５２６ ３５ ７８，１８４ ０ ０

平成14年度 １，５３９ ４５ ７９，８９３ １ ０．００１３

平成15年度 １，２３３ ４５ ６０，８５８ ０ ０



ゴルフ場排水口における農薬別濃度範囲等(別表)

指針値 濃 度 範 囲 指針値超過 （参考）注１

注2農 薬 名 (mg/ｌ) (mg/ｌ) 検体数 総検体数
（殺虫剤）
アセフェート ０．８ ＮＤ～０．００１０ ０ １，２１２
イソキサチオン ０．０８ ＮＤ～０．０００７ ０ １，５７２
イソフェンホス ０．０１ ＮＤ ０ １，１４８
エトフェンプロックス ０．８ ＮＤ ０ １，０５８
クロルピリホス ０．０４ ＮＤ ０ １，３３４
ダイアジノン ０．０５ ＮＤ～０．００６０ ０ １，８００
チオジカルブ ０．８ ＮＤ～０．００４７ ０ ８４２
トリクロルホン(DEP) ０．３ ＮＤ～０．００４０ ０ １，２０５
ピリダフェンチオン ０．０２ ＮＤ～０．０００１ ０ １，３３０
フェニトロチオン(MEP) ０．０３ ＮＤ～０．０１００ ０ １，７１５
（殺菌剤）
アゾキシストロビン ５ ＮＤ～０．００７８ ０ １，４９４
イソプロチオラン ０．４ ＮＤ～０．０１２０ ０ １，５１４
イプロジオン ３ ＮＤ～０．１９００ ０ １，５８５
イミノクタジン酢酸塩 ０．０６ ＮＤ～０．００４０ ０ ７４４
エトリジアゾール(ｴｸﾛﾒｿﾞｰﾙ) ０．０４ ＮＤ ０ １，１６４
オキシン銅(有機銅) ０．４ ＮＤ～０．００１０ ０ １，３５２
キャプタン ３ ＮＤ～０．０００６ ０ １，３００
クロロタロニル(TPN) ０．４ ＮＤ～０．０００１ ０ １，５２５
クロロネブ ０．５ ＮＤ～０．００１０ ０ １，４４５
チウラム(ﾁﾗﾑ) ０．０６ ＮＤ～０．００２０ ０ １，４８８
トルクロホスメチル ０．８ ＮＤ～０．０４６０ ０ １，５８４
フルトラニル ２ ＮＤ～０．０３９０ ０ １，６４７
プロピコナゾール ０．５ ＮＤ～０．０５３０ ０ １，３９１
ペンシクロン ０．４ ＮＤ～０．０４２０ ０ １，６４４
ホセチル ２３ ＮＤ ０ ８２５
ポリカーバメート ０．３ ＮＤ～０．１７００ ０ ７１９
メタラキシル ０．５ ＮＤ～０．００６８ ０ １，５１６
メプロニル １ ＮＤ～０．２７００ ０ １，６６２
（除草剤）
アシュラム ２ ＮＤ～０．２１００ ０ １，６７９
ジチオピル ０．０８ ＮＤ～０．０００９ ０ １，４０７
シデュロン ３ ＮＤ～０．０１８０ ０ １，２４４
シマジン(CAT) ０．０３ ＮＤ～０．００１２ ０ １，３４３
テルブカルブ(MBPMC) ０．２ ＮＤ～０．０１７０ ０ １，２２６
トリクロピル ０．０６ ＮＤ～０．０１３０ ０ １，５１１
ナプロパミド ０．３ ＮＤ～０．０１１０ ０ １，３４１
ハロスルフロンメチル ０．３ ＮＤ～０．０１５０ ０ １，２９６
ピリブチカルブ ０．２ ＮＤ～０．００１３ ０ １，２６８
ブタミホス ０．０４ ＮＤ～０．００２３ ０ １，２９２
フラザスルフロン ０．３ ＮＤ～０．００６０ ０ １，１８９
プロピザミド ０．０８ ＮＤ～０．０１３０ ０ １，４０４
ベンスリド(SAP) １ ＮＤ～０．００２３ ０ １，２２７
ペンディメタリン ０．５ ＮＤ～０．００７５ ０ １，５０７
ベンフルラリン(ﾍﾞｽﾛｼﾞﾝ) ０．８ ＮＤ～０．００１２ ０ １，３８０
メコプロップ(MCPP) ０．０５ ＮＤ～０．００７０ ０ １，５２８
メチルダイムロン ０．３ ＮＤ～０．０００７ ０ １，２０１

合 計 － ０ ６０，８５８

注１ 排水口のデータである。
２ 場外の水域等を含む検体の合計である。



（参考）

ゴルフ場で使用される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針について

１．概要

（１） 水質保全の面からゴルフ場を指導するに先立って、農薬の使用状況や場内の集排水系統、
周辺水域の状況等の実態を的確に把握すること。

（２） 下流水域への出口であるゴルフ場の排水口における調査を基本に、農薬の使用状況、現地
の立地条件等を勘案して排出水中の農薬の残留実態を的確に調査すること。

（３） 全国的にみて主要な農薬について現在得られている知見等を基に人の健康の保護に関する
視点を考慮して設定した指針値を、排出水中の農薬濃度が超過しないよう農薬の流出を極力
低減させる等の指導を行うとともに、当該濃度が同指針値を超過した場合には次のような適
切な措置をとること。
① 下流の利水施設に支障が生じないよう万全の措置を講ずること。
② 農薬の流出原因についてより詳細な調査を行うこと。
③ 農薬使用の適正化、可能な範囲での農薬使用量の削減等の指導を一層徹底すること。
④ 現地の実情に即し、ゴルフ場の集排水施設、施設・構造等の改善を指導すること。

(４) 都道府県において、地域の実情に応じ、この指針値に替わるより厳しい値によって所要の指
導を行うことができること。

(５) 関係行政部局の連絡協議、ゴルフ場関係者の自主的な調査点検等の指導に努めること。

２．暫定指導指針の改正等について

○ 平成 ２年 ５月２４日 ： 環境庁水質保全局長名で各都道府県知事あてに通知。
○ 平成 ３年 ７月３０日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、２１から３０農薬へ。）
○ 平成 ４年１２月２１日 ： 一部改正（指針値を一部強化。フェニトロチオンの指針値を

０．１から０．０３（ｍｇ／ｌ）に変更。）
○ 平成 ９年 ４月２４日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、３０から３５農薬へ。）
○ 平成１３年１２月２８日 ： 一部改正（対象農薬を追加し、３５から４５農薬へ。）


